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　浜松開誠館中学校・高等学校は、静岡県浜松市にある全日制（普通科）の学校で、大正13年に誠心高等女学校として創立されました。
　「誠心・敬愛」を校訓とし、「未来を育む教育」を教育方針として、心豊かに教養と人格・品格を備えた人間の形成につながる「人
間教育＝徳育」に力を注いでいます。
　県内でもいち早く生徒全員がタブレット型端末を持ちAI・ICT教育を充実させ、主体的で個別最適化された先進的な教育を重視し
ています。
　また、本学はユネスコスクール・キャンディデートに認定されており、グローバルな視野を重視し、一人ひとりを大切に育んでいます。
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助
成
業
務

　

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
に
か
か
る
令

和
４
年
の
会
計
検
査
院
実
地
検
査
は
、
３
年

10
月
か
ら
４
年
５
月
ま
で
の
間
に
、
大
学
法

人
25
法
人
に
対
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
査
の
結
果
、
会
計
検
査
院
か
ら
「
補
助

金
が
過
大
に
交
付
さ
れ
て
お
り
、
不
当
と
認

め
ら
れ
る
」
と
の
指
摘
を
受
け
た
内
容
が
あ

り
ま
し
た
。

　

指
摘
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
補
助
】

・
「
教
育
研
究
補
助
者
」
の
研
究
支
援

者
に
つ
い
て
、
算
定
対
象
と
な
ら
な
い

大
学
院
生
を
含
め
て
申
請
し
て
い
た
。

ま
た
、
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

つ
い
て
、
算
定
対
象
と
な
ら
な
い
退
職

者
を
含
め
て
申
請
し
て
い
た
。

【
特
別
補
助
】

・
「
授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

策
分
）」
に
つ
い
て
、
収
入
減
少
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
学
生
を
算
定
対
象

に
含
め
て
申
請
し
て
い
た
。

・
「
研
究
施
設
運
営
支
援
」
に
つ
い
て
、

研
究
活
動
に
直
接
必
要
な
経
費
と
は
認

め
ら
れ
な
い
経
費
を
計
上
し
て
申
請
し

て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
指
摘
を
受
け
た
こ
と
は
誠

に
残
念
な
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
誤
り
に
つ
い
て
会
計
検
査
院
か

ら
は
、「
学
校
法
人
が
補
助
金
の
制
度
を
十

分
に
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
算
定
資
料

の
作
成
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
の
確
認
を
十

分
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
な
ど
に
加

え
、「
事
業
団
に
お
い
て
、
学
校
法
人
に
対

す
る
指
導
及
び
調
査
が
十
分
で
な
か
っ
た
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

指
摘
を
受
け
た
学
校
法
人
に
は
、
指
摘
事

項
に
か
か
る
改
善
策
等
を
ご
検
討
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
本
事
業
団
で
も
、
制
度
の
理

解
が
深
ま
る
よ
う
周
知
方
法
の
検
討
や
調
査

票
記
入
要
領
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

各
学
校
法
人
に
お
き
ま
し
て
も
、
各
種
調

査
票
の
作
成
時
及
び
作
成
後
に
は
、
記
入
要

領
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
要
件
を
十
分
に
ご

確
認
い
た
だ
き
、
補
助
金
の
算
定
基
礎
数
に

誤
り
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
根
拠
資
料
の
保
管
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

補
助
金
申
請
に
伴
う
根
拠
資
料
に
つ
い
て

は
、私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
取
扱
要
領
、

交
付
決
定
通
知
等
に
お
い
て
翌
年
度
か
ら
５

年
間
保
存
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

会
計
検
査
院
の
検
査
に
お
い
て
も
、
過
去

５
年
ま
で
遡
り
、
根
拠
資
料
に
基
づ
い
た
説

明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
根
拠
資
料

が
な
い
た
め
に
不
当
事
項
と
な
る
事
例
が
多

数
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
事
務
の
ご
担
当
者
に
お
か
れ
ま
し

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
結
果

助
成
部
　
補
助
金
課

て
は
、
根
拠
資
料
の
整
備
・
保
管
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

の
第
一
次
交
付
に
つ
い
て
は
、
６
３
４
法
人

８
４
６
校
に
対
し
、
１
５
０
０
億
２
６
２
５

万
３
０
０
０
円
の
交
付
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
（
表
参
照
）。

令
和
四
年
度

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

第
一
次
交
付

助
成
部
　
補
助
金
課

　

交
付
対
象
費
目
は
、専
任
教
員
等
給
与
費
、

専
任
職
員
給
与
費
（
教
員
、
職
員
と
も
退
職

金
財
団
掛
金
補
助
を
含
む
）、
非
常
勤
教
員

給
与
費
、
教
育
研
究
経
常
費
、
厚
生
補
導
費

の
５
費
目
で
、
４
年
５
月
１
日
現
在
の
専
任

教
職
員
数
、
学
生
数
等
を
基
礎
と
し
て
算
定

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
教

職
員
福
利
厚
生
費
、
研
究
旅
費
、
認
証
評
価

経
費
、
授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
経
費
、

私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
及
び
特
別

補
助
に
つ
い
て
は
、
５
年
３
月
に
交
付
す
る

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部
　
補
助
金
課

一
般
補
助

補
助
金
総
括
係　

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
２
９
８
～
７
２
９
９

補
助
金
第
二
係

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
０
４
～
７
３
０
６

・
７
３
２
４

特
別
補
助

特
別
補
助
第
一
係　

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
０
８
～
７
３
１
１

補
助
金
第
二
係

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
２
～
７
３
１
４

・
７
３
２
５

私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業

補
助
金
第
一
係　

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
０
０
～
７
３
０
２

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

表　令和４年度　第一次交付額

区　　分 法人数 学校数 当初予算 交付決定額
（資金交付額）

大　　学
法人 校 千円 千円
543 578 － 142,688,141

短期大学 90 266 － 7,210,234

高等専門
学　　校 1 2 － 127,878

合　　計 634 846 297,810,328 150,026,253
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高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に
か
か
る

会
計
処
理

授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
に
か
か
る

会
計
処
理

理
事
会
・
評
議
員
会
の
議
事
録
へ
の
押
印

経　
営　
実　
務　
Ｑ 

＆ 

Ａ
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
　
私
学
情
報
室

　

学
校
法
人
か
ら
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
６
～
７
８
４
８

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

　

授
業
目
的
公
衆
送
信
補
償
金
制
度
に
基
づ

き
、
一
般
社
団
法
人 

授
業
目
的
公
衆
送
信

補
償
金
等
管
理
協
会（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｓ
）へ

補
償
金
を
支
払
い
ま
す
。
会
計
処
理
は
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
２
年
度
に
交
付
さ
れ
た
授
業
料
等
減

免
費
交
付
金
に
つ
い
て
、
実
績
報
告
の
訂
正

が
生
じ
、
４
年
度
に
返
還
命
令
を
受
け
て
私

学
事
業
団
へ
返
還
し
ま
し
た
。
本
事
業
団
へ

の
返
還
に
か
か
る
会
計
処
理
は
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
績
報
告
の
訂
正
に
よ
り
過
年
度
交
付
分

に
つ
い
て
返
還
が
生
じ
た
場
合
は
、

　

（
大
科
目
）
管
理
経
費
（
支
出
）

　

（
小
科
目
） 

授
業
料
等
減
免
費
交
付
金 

返
還
金
（
支
出
）
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
交
付
さ
れ
た
年
度
に
お
い
て
最
終

の
変
更
交
付
決
定
に
よ
り
発
生
し
た
返
還
に

つ
い
て
は
、
返
金
す
べ
き
金
額
を
補
助
金
収

入
か
ら
減
額
し
、
同
額
を
未
払
金
と
し
て
計

上
し
て
く
だ
さ
い
。
事
務
手
続
き
と
会
計
処

理
の
流
れ
に
つ
い
て
次
の
表
も
参
考
に
し
て

Ａ1

　

昨
今
の
押
印
廃
止
の
流
れ
を
受
け
て
、
理

事
会
・
評
議
員
会
の
議
事
録
に
お
い
て
理
事

の
記
名
押
印
は
省
略
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

理
事
会
・
評
議
員
会
の
議
事
録
は
、
書
面

又
は
電
磁
的
記
録
で
作
成
で
き
ま
す
が
、
そ

の
真
正
性
及
び
非
改
変
性
を
担
保
す
る
た

め
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
署
名
又
は
記
名
押

印
が
必
要
で
す
。

　

出
席
者
か
ら
一
定
数
の
署
名
人
を
選
出
す

る
場
合
は
、
署
名
人
に
監
事
を
含
め
、
ま
た

署
名
人
に
よ
る
署
名
と
し
、
記
名
押
印
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ

る
議
事
録
の
場
合
に
は
、
署
名
又
は
記
名
押

印
（
署
名
人
を
選
出
す
る
場
合
は
署
名
）
に

代
え
て
、
電
子
署
名
が
必
要
で
す
（「
理
事

会
及
び
評
議
員
会
の
運
営
及
び
議
事
録
の
取

扱
い
並
び
に
学
校
法
人
寄
附
行
為
作
成
例
の

改
正
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
令
和
３
年
６
月

25
日　

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
私

学
行
政
課
長
通
知　

３
高
私
行
第
３
号
）
参

照
）。

Ａ3

　

従
前
は
、
対
面
授
業
で
使
用
す
る
資
料
等

は
無
許
可
・
無
承
諾
で
使
用
で
き
ま
し
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔
授
業
な
ど
に
つ
い

て
は
、
著
作
権
法
に
よ
り
権
利
者
ご
と
に
許

諾
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
30
年

の
著
作
権
法
改
正
に
伴
い
（
令
和
２
年
４
月

28
日
施
行
）
当
制
度
が
開
始
さ
れ
、
文
化
庁

が
認
可
す
る
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
で
、
遠

隔
授
業
の
た
め
個
別
に
承
諾
を
得
る
こ
と
な

く
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
支
払
い
に
か
か
る
会
計
処
理
と
し
て
、

　

（
大
科
目
）
教
育
研
究
経
費
（
支
出
）

　

（
小
科
目
）
手
数
料
（
支
出
）
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
知
事
所
轄
法
人
に
お
い
て
は
、
所

轄
庁
の
指
示
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
指
示
に

従
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ2

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
３
年
度
以
降
の
交
付

金
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
年
度
を
読
み

替
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
知
事
所
轄
法
人
に
お
い
て
は
、
所

轄
庁
の
指
示
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
指
示
に

従
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ2

Ｑ3

Ｑ1

表　令和２年度の交付金における事務手続きと会計処理の流れ
令和２年度　交付金

事務手続 交付金の流れ 計算書
R2 交付済額� 100 100（収入） 大）補助金（収入）

　小）国庫補助金（収入）� 95
大）資金支出調整勘定

実績報告� 95 　小）期末未払金� 5
R3 （最終の変更交付申請及び決定） △�5（支出） 大）その他の支出

　小）前期末未払金支払支出� 5
R4 実績報告の訂正� 85 △10（支出） 大）管理経費（支出）

　小）授業料等減免費交付金
　　　返還金（支出）� 10

R5 ※これ以降、実績報告の訂正があればR4の流れに従う
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誠
心
学
園
浜
松
開
誠
館
中
学
校
・
高
等
学

校
は
、
変
化
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
建
学
の
精
神

　

大
正
13
年
４
月
、
創
立
者
で
あ
る
長
谷
川

鉄
雄
に
よ
り
開
校
し
た
誠
心
高
等
女
学
校
の

建
学
の
精
神
は
「
師
弟
が
温
か
い
家
族
的
情

緒
で
結
び
合
い
、
誠
実
に
し
て
か
つ
常
識
に

富
み
、
社
会
人
と
し
て
有
為
な
婦
人
を
養
成

す
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
高
一
貫
化
・
男
女
共
学
化
を

契
機
と
し
て
、
平
成
10
年
４
月
に
校
名
を
新

た
に
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
浜
松
開
誠
館

中
学
校
・
高
等
学
校
は
、
理
事
長
髙
林
一
文

が
創
立
者
長
谷
川
鉄
雄
の
意
思
を
継
承
し
、

建
学
の
精
神
を
「
豊
か
な
人
間
性
と
自
己
表

現
の
能
力
を
育
て
、
知
性
・
道
徳
性
・
感
受

性
の
調
和
し
た
人
間
教
育
を
軸
に
、
誠
実
で

常
識
に
富
み
、
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
寄
与

す
る
生
徒
を
育
成
す
る
」
と
し
ま
し
た
。

◆
教
育
理
念
～
学
校
は
楽
し
く
学
ぶ
場
～

　

学
校
は
楽
し
く
学
ぶ
場
で
あ
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。
学
校
生
活
の
３
年
、
６
年

間
は
短
い
期
間
で
す
が
、
思
春
期
、
青
春
期

り
幹
が
た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と
は
、
自
ら
や

る
気
と
目
標
・
目
的
を
見
出
す
こ
と
に
繋
が

り
、
そ
の
力
が
枝
葉
を
繁
ら
せ
ま
す
。
３
年

後
、
６
年
後
に
は
大
き
な
花
を
咲
か
せ
、
そ

の
果
実
は
、
徳
育
の
幹
か
ら
育
っ
た
未
来
を

見
据
え
る
人
間
力
・
夢
力
・
智
力
に
よ
り
結

実
し
た
「
み
の
り
」
の
果
実
と
な
り
ま
す
。

（
注
１
）
本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
開
発
し
た
「
生

徒
の
品
格
を
育
て
る
」
徳
育
。
自
己
実
現

に
向
け
て
身
に
付
け
る
べ
き
こ
と
を
「
社

会
性
を
育
む
」、「
夢
力
を
育
む
」、「
心
と
精

神
を
育
む
」
の
３
分
野
に
分
け
、
中
学
３

年
間
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ん
で
い
き
ま
す
。

（
注
２
）
国
内
外
の
多
く
の
企
業
で
社
員
教

育
の
柱
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
「
７
つ

の
習
慣
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
中
高
生
向

け
に
開
発
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー（
能
動
的
学
修
者
）

の
育
成
を
目
的
と
し
、
本
校
で
は
中
学
・

高
校
６
年
間
で
学
び
ま
す
。

は
人
間
形
成
に
お
い
て
精
神
・
知
能
・
身
体

が
あ
ま
た
磨
か
れ
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

学
ぶ
場
は
、
和
や
か
で
無
限
の
友
情
が
広

が
る
空
間
要
素
を
持
ち
、
創
造
力
と
美
的
感

覚
を
育
む
環
境
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
教
員
は
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
と
向
き
合

い
、
個
性
を
生
か
し
、
才
能
を
磨
く
役
割
と

人
格
・
品
格
を
備
え
た
人
間
性
豊
か
な
生
徒

の
育
成
を
使
命
と
し
、教
育
指
導
に
励
み
ま
す
。

◆
教
育
方
針
～
や
る
気
と
目
標
を
育
め
ば
，

輝
く
未
来
は
必
ず
見
つ
か
る
～

　

浜
松
開
誠
館
「
み
の
り
の
樹
」
は
若
樹
か

ら
成
木
、
さ
ら
に
未
来
は
大
樹
と
な
る
力
を

育
む
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
本
校
の
教
育
方

針
「
未
来
を
育
む
教
育
」
で
す
。

　

成
長
盛
ん
な
若
樹
「
み
の
り
の
樹
」
を
生

徒
と
捉
え
、「
Ｋ
‒
ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
」（
注

１
）、「
７
つ
の
習
慣
Ｊ
」（
注
２
）
な
ど
の

教
育
を
枝
葉
を
支
え
る
一
番
大
事
な
幹
と
し

て
、
徳
育
を
行
う
こ
と
で
た
く
ま
し
く
太
ら

せ
ま
す
。

　

こ
の
教
育
が
将
来
大
樹
に
な
る
人
間
を
育

て
る
徳
育
で
あ
り
、
心
を
豊
か
に
し
て
、
教

養
と
人
格
・
品
格
を
備
え
る
人
間
形
成
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
徳
育
の
成
果
に
よ

　
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連 載 �

「
徳
育
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
未
来
を
育
む
教
育
を
」

学
校
法
人
誠
心
学
園浜

松
開
誠
館
中
学
校
・
高
等
学
校
　
校
長
　
髙
橋 

千
広

◆
未
来
に
向
け
て
の
責
任
の
あ
る
教
育

・
主
体
性
の
育
み

　

現
代
社
会
の
課
題
は
、
日
本
だ
け
で
解
決

で
き
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
未
来
を

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
、
主
体
的

に
学
ぶ
こ
と
が
大
切
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
今

の
子
ど
も
た
ち
は
、
与
え
ら
れ
た
日
本
の
教

育
の
枠
の
中
で
学
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
失
敗
を
し
な
い
よ
う
に

先
回
り
し
て
手
を
貸
す
大
人
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
環
境
で
育
っ
た

子
ど
も
は
、
進
学
や
就
職
で
急
に
「
自
分
の

責
任
で
決
め
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
て
も
、

戸
惑
い
自
己
決
定
が
で
き
ま
せ
ん
。
全
員
に

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ
う
な
積
極

性
と
強
い
決
断
力
を
持
ち
な
さ
い
」
と
は
言

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
子
な
り
の
特
徴
に
合
っ

た
場
所
で
、
自
信
を
持
っ
て
居
場
所
を
つ
く

り
、
ど
ん
な
時
代
も
乗
り
越
え
て
い
け
る
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
主
体
性
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
ら
学
ぶ
」、「
個
別
最
適
化
」
な
ど
の

先
進
的
教
育
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
契
機

が
、
令
和
元
年
に
行
っ
た
「
気
候
マ
ー
チ
」

で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
の
生
徒
が
授

業
で
地
球
環
境
の
危
機
を
知
り
、
生
徒
会
や

部
活
動
と
協
力
し
て
、
約
４
０
０
人
の
生
徒

が
市
内
を
行
進
し
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
を
成
し
遂
げ
た
結
果
、
生
徒
た

ち
の
自
己
肯
定
感
も
高
ま
り
、
フ
ー
ド
ロ
ス

や
ラ
ン
ド
セ
ル
回
収
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
、
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

みのりの樹のイメージ
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た
。
ま
た
、
学
校
と
し
て
は
、
環
境
作
り
な

ど
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
後
押
し
す
る
か
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
理
事
長
が
未
来
戦
略
を
発
表
し
、

早
い
時
期
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
い
ち
早
く
導
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
生

徒
た
ち
は
、
環
境
に
関
す
る
課
題
と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
対
談
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

対
談
に
応
じ
て
く
れ
た
当
時
の
環
境
大
臣

を
は
じ
め
、多
く
の
大
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
、

課
題
解
決
へ
一
歩
進
ん
だ
こ
と
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
大
人
へ
の
信
頼
感
が
芽
生
え
て

き
ま
し
た
。
特
に
令
和
２
年
の「
環
境
白
書
」

（
21
頁
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き

な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
な
り
の
興
味
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な

大
人
と
出
会
い
、
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し

て
新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
は
、
主
体
的
な

学
び
に
つ
な
が
り
、
日
々
の
学
習
に
大
い
に

役
立
ち
ま
す
。

　
「
マ
ナ
ビ
ン
グ
」
も
特
長
の
一
つ
で
、
主

体
的
に
考
え
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
校
内
予

備
校
で
す
。
本
校
の
卒
業
生
で
あ
る
大
学
生

が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
生
徒
の
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
る
な
ど
、
安
心
感
が
あ
り
、
そ
れ
が

自
主
的
な
学
習
を
促
し
て
い
ま
す
。

・
教
育
の
な
か
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
気
候
危
機
、
少
子
高
齢

化
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
、
社
会
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
学
校
教
育
に
も
変
化
に
対
応
し

た
「
新
し
い
学
び
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
、
高
等
学
校
で
の
学
び
は
、
社
会

に
出
た
時
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
生

徒
に
は
「
ま
ず
世
の
中
を
知
る
こ
と
。
そ
し

て
自
分
が
ど
う
い
う
人
間
か
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
伝
え
て
い
ま
す
。
世
の

中
を
知
り
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

る
一
番
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
17
の
目
標
で

す
。

　

本
校
で
は
中
学
生
の
３
年
間
で
「
Ｋ
‒
ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
」
を
使
い
、
発
表
会
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
環
境
問
題
授
業
と
連
動

し
た
活
動
、
生
徒
自
ら
が
教
員
役
と
な
っ
て

他
の
生
徒
に
授
業
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
通

じ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
高
校
生
の
３
年
間
で
「
７
つ
の

習
慣
Ｊ
」
を
使
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、

「
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
。」、「
ど
ん
な
未

来
に
し
て
い
き
た
い
の
か
。」
を
考
え
、
実

践
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

平
成
30
年
４
月　

浜
松
開
誠
館
中
学
校
校
長
就
任

平
成
31
年
４
月　

 

浜
松
開
誠
館
中
学
校
・
高
等
学

校
校
長
就
任

　

本
校
が
柱
と
す
る
「
徳
育
」
の
ベ
ー
ス

は
「
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
人
の
こ
と

を
考
え
ら
れ
る
」、「（
社
会
の
課
題
な
ど
を
）

自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
」
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
に
入
学
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
取
り
組
み
に
も
自
然
と
な
じ
め
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

・
生
徒
の
心
を
開
く

　

理
事
長
や
校
長
は
雲
の
上
の
人
で
あ
り
、

先
生
に
意
見
は
言
え
な
い
と
い
う
固
定
観
念

を
取
り
払
い
、
生
徒
が
心
を
開
き
自
分
の
考

え
を
言
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
心
を
開
か
せ
る
こ
と
で
目
が
輝
き
、
人

生
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
生
徒
会
役
員
が
生
徒
た
ち
の

意
見
を
集
約
し
校
則
の
改
正
に
つ
い
て
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
理
事
長
、
校
長
に
行

い
、い
く
つ
か
の
自
由
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
し
、
彼
ら
は
未
来
へ
の

希
望
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
無
限
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

自
分
で
「
能
力
は
こ
れ
ぐ
ら
い
」
と
決
め

つ
け
て
い
る
枠
を
取
り
払
っ
て
、
可
能
性
を

見
出
せ
る
、
自
分
を
肯
定
で
き
る
生
徒
た
ち

を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
生
徒
・
保
護
者
・
教
員
が
一
体

と
な
っ
て
校
内
の
清
掃
を
行
う
「
学
校
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、「
開
誠

館
あ
い
さ
つ
ル
ー
ル
」
を
定
め
て
時
・
場
所
・

状
況
に
応
じ
た
礼
儀
正
し
い
あ
い
さ
つ
に
取

り
組
み
、
徳
育
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
今
の
日
本
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
「
課
題
解
決
型
」
の
学

習
を
加
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
中

で
、
国
内
外
で
よ
り
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て

も
ら
え
る
教
育
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

グローバル気候マーチ

アリーナⅡで部活動に励む生徒
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各大学のページでは、8つの切り口から大学選びに参考となる情報を掲載しています。

　「大学ポートレート（私学版）」のご利用にあたり、リー
フレットを作成しています。送付も可能ですので、配付を
ご検討の際には、問い合わせ先までご連絡ください。

PC にてご覧になる場合には、サイトトップ画面の
「サイトの利用方法」よりご確認ください。

　「大学ポートレート（私学版）」は、私学事業団が
運営していますので、安心してご利用いただけます。
　全国の私立大学・短期大学の情報が容易に入手 
できますので、進路選択支援やキャリア教育に是非
ご活用ください。

進路選択支援ツールとしてご活用くださいリーフレットのご案内

①高校生・保護者向け ②進路指導のご担当者向け

大学ボー トレー ト（私学版）おすすめ検索＆活用術

凸都道府県＆地域別検索
地元周辺で探せる

J酬で鍍り込む 間U二回即日酬に踊柑悼胸拍車問．
凪掴

”…
町
四
半

占E・
「也且且
Du底u孟u
砧皿
に屋且量
仁凶�

凸大学の特色や目的で探せる

’特色倒的で検索 開悼胴州つ目的で闘し日
ロ牢ぴ由貴司向土
白書ミ周師事力由冒褐白祉会賞献

ロ学生生活軍陣ロ園陸ft
ロ各橿畢揖

ロ・t•宜掴・嘩学宜園口碕究活困
ロ牢ぴ置し掴障の強化

也大学の取組で絞り込める

．醐で締仙抑制dい晶lllJMh't'lHIします
jァヲ予4-;fラーZング 口アセスメントポリシー
ロ舛園人llll・用・翼連愛人 口外国人留学生受入
コ外聞テスト由活用 口牢生oia主活闘
ロ掌修曜畢由フィー桁句ヲ 口牢鯵ポートフ..りオ

口インターンシッブn局保．司，.ス”，.アフaーが

口傘ぴの組園前t;.宜揖
口家修，レ－－；！りツタ

凸学部も地域、特色や肌取組で
検索できる

’学校名 ・抑制糊開制同時制噛札＂·

直壁翌

tJ 
なりたい“職業名”で
検索してみる
也塑竺主

tJ 
フリーワード検索後に
さらに絞り込んでみる
検索結果に対して 、 さらに「特色」「学び」「学生生活支援」
「進路就職情報j f嫌々な取組」「学費経済的支援j
「学生情報J「教員情報j f基本情報Jで絞り込めます。

b “興味のあること” で検索同る

tJ 
で助補費学

－る一

W
U一

免
し一
色－

費
索一明一

学
検
巨

tJ 
“

I＼リアフリー”“ノートテイカー“で
検索してみる
也竺1二

幽
凸

“建学の精神”など用語の意味も
調べることができる

Web サイト「大学ポートレート（私学版）」は ［大学ポー トレー ト｛私学版）お問合せは］
公的機関である “ 日本私立学校振興・共済事業団” が運嘗しています。 日本私立学校振興・共済事業団 私学経営情報セン安一私学情報室 大学ポー トレー ト担当

TEL: 03-3230-7852・7853 Mail: port聞は＠shigaku.go.jp

日本私立学校振興・共済事象団は、 日本全国の私立学校の教育の充実と向上に寄      干102-8145 東京都千代田区富士見 1-10-12        https ：
目 ／／up-j 目 shigaku.go・ jp/

与す吾ためにつ〈られた公的信闘です。 Webサイト『大学ポートレート（私学廠）Jに
..されてい畠すべての情報は広告ではなし参画する私立大学・短期大学が自主 ｜大学ポー トレ ー ト（私学版） ｜検索 匝E日本組学樹醐・共済事業団的に入力した傭績で曹るf商事ーですので、 安心してご利用いただけます。
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生徒の “好き ”や “なりたい ”興味や目的から大学を選べる

“大学ボー トレ ー ト（私学版） ” のご案内

検索

問い合わせ先（私学振興事業本部）

私学経営情報センター　私学情報室

T E L　03（3230）7852・7853

Email　portrait@shigaku.go.jp

更に学部ページで上記と同じ切り口の情報などを掲載。
大学や学部を深く知ることができます。

＋
学費・経済的支援
（学部ページに掲載）

学費負担の軽減や奨学金、

授業料等の減免などを紹介しています

進路・就職情報
就職支援、就職先、国家資格

受験資格などを紹介しています

学生情報
入学者数、在籍者数、外国人

留学生数などを紹介しています

学生生活支援
学費負担などの経済的支援、

課外活動などを紹介しています

様々な取組
留学支援、研究活動、社会貢献

活動などを紹介しています

基本情報
所在地、学部一覧、キャンパス

施設などを紹介しています教員情報
教員組織、教員数、外国人教員

数を紹介しています

詳しい検索方法や活用方法については、Ｗｅｂサイト「大学ポートレート（私学版）」や
以下のリーフレットをご覧ください。

どの大学も情報が同じ配置で

表示されていて大学を比較し

やすかった。

学生支援の内容や大学の特徴が

わかりやすく今までは大学の でし

か見たことがなかったので、自分が

得られなかった情報を得ることが

できて心強かった。 

、

大学によって学生への

支援の度合いがかなり

異なることに驚きました。

実際に利用した 
高校生の声 

大学ポートレート　私学版

本学の特色
「建学の精神」と大学の強みを

特色として紹介しています 本学の学び
カリキュラム内容、学びの支援、

学修評価などを紹介しています
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　日本全国に私立の大学・短期大学が 900 校以上もあるなか、生徒一人ひとりに合った学校をアド

バイスするのは難しいと感じる先生方もいらっしゃるのではないでしょうか。

　「大学ポートレート（私学版）」では、「３つのポリシー」、「特色ある学びや取り組み」など、学校 

選びの参考となる情報を簡単に入手することができます。生徒と一緒にご活用いただき、今まで 

知らなかった大学・短期大学との出会いをサポートします。

生徒に寄り添う進路指導

生徒の興味のある分野やなりたい職業など多様なキーワードからの検索など、偏差値ではない
視点から進路先を検討し、生徒に寄り添う進路指導に役に立ちます。

特色ある学びと取り組みがわかる

「３つのポリシー」や「各学校の魅力ある 46 種類の取り組み」をわかりやすく掲載しています。
各学校の魅力や特色を理解しながら、進路の検討をすることが可能です。

ミスマッチをなくす進路先選び

生徒が自分の興味関心に加え、各学校の特色ある学びと取り組みを理解することにより、具体的
な志望理由につながり、納得感のある進路先選びができます。

低学年からのキャリア教育

進路が不明確な低学年の生徒に対しても、キーワードから検索ができるので、生徒が主体的に
じっくりと将来のキャリアについて検討することができます。

学びに専念できる環境選び

奨学金をはじめ、特待生制度や学生寮の有無など、学生生活のサポートについても調べること
ができ、学業に専念できる環境選びにも役立ちます。

特長１
参加する大学
・短期大学が
自ら入力した、
信頼できる情報。

特長３
興味や職業などのフ
リーワード検索、取
得可能な資格などの
目的別検索が可能。

特長２
私立大学、短期大学
の参加率95％以上。
全国872校の情報を
掲載。（令和４年11月時点）

▼私学事業団Webサイト

大学ポートレート（私学版）のご案内

偏差値や知名度に頼らない

新しい大学選び

大学ポートレート（私学版）　活用のメリット

大学ポートレート（私学版）　３つの特長
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研
究
者
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
学
に
入
学
す
る
ま
で
、
経
済
学
は
「
お

金
の
流
れ
」
や
「
経
済
の
し
く
み
」
を
扱
う

学
問
だ
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

講
義
を
受
け
て
い
く
中
で
、
企
業
や
消
費
者

の
意
思
決
定
を
数
理
的
に
記
述
し
、
そ
れ
ら

を
ベ
ー
ス
に
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
現
象
を
捉
え

よ
う
と
す
る
学
問
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

驚
き
の
連
続
で
し
た
。
中
で
も
、「
ゲ
ー
ム

理
論
」
の
講
義
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
理
論
は
、
社
会
全
体

の
現
象
か
ら
、
集
団
や
組
織
、
身
の
回
り
の

出
来
事
ま
で
、
多
く
の
現
象
を
記
述
す
る
こ

と
の
で
き
る
数
理
的
手
法
で
す
。
そ
の
汎
用

性
の
高
さ
に
惹
か
れ
、
ゲ
ー
ム
理
論
を
用
い

て
「
関
心
の
あ
る
現
象
を
独
自
の
視
点
で
分

の
支
出
を
増
加
さ
せ
ま
す
。
一
方
、
ス
マ
ー

ト
ウ
ォ
ッ
チ
を
着
用
す
る
こ
と
で
、「
そ
の

優
れ
た
機
能
性
を
優
先
し
、利
用
し
て
い
る
」

と
い
う
購
入
動
機
を
他
者
に
暗
示
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
高
級
腕
時

計
の
購
入
を
回
避
す
る
た
め
の
「
う
ま
い
言

い
訳
」
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

　

先
の
投
稿
に
は
、「
顕
示
的
消
費
競
争
か

ら
の
回
避
を
望
む
人
々
が
い
る
」、「
競
争
回

避
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
財
が
存
在
し
て
い

る
」
と
い
う
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
投
稿
に
は
多
数
の
「
い
い

ね
」
や
「
再
投
稿
」
が
な
さ
れ
て
い
る
上
に
、

同
義
の
投
稿
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
重
要
性
が
う
か
が

え
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
ゲ
ー
ム
理
論
の
手
法

を
用
い
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
の
よ
う
な

「
競
争
回
避
財
」
な
る
財
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
す
る
べ
く
、
研
究
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
を
社
会
で
ど
の
よ
う
に
役

立
て
た
い
と
考
え
ま
す
か
、
さ
ら
に
研
究

者
と
し
て
将
来
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

顕
示
的
消
費
は
、
人
々
の
幸
福
度
を
左
右

す
る
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
は
、
顕
示
的

消
費
を
加
速
さ
せ
る
と
同
時
に
、
競
争
か
ら

の
回
避
を
よ
り
困
難
に
す
る
側
面
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
競
争
回

避
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
そ
の
手
段
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
し
く

み
の
改
善
や
、
よ
り
有
効
な
競
争
回
避
財
の

開
発
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
は

理
論
研
究
の
立
場
か
ら
、
一
つ
で
も
多
く
の

政
策
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

理
論
モ
デ
ル
を
分
析
し
て
い
る
と
、
時
に

思
い
も
よ
ら
ぬ
意
外
な
分
析
結
果
に
出
く
わ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
び
に
、
理
論

分
析
の
面
白
さ
と
魅
力
を
感
じ
、
そ
れ
が
私

の
研
究
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
自
分
が
心
か
ら
面
白
い
と
思
え
る
結
果

を
出
し
、
そ
こ
か
ら
一
つ
で
も
多
く
、
社
会

を
良
く
す
る
よ
う
な
提
案
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
奨
励
金
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
寄
付

企
業
法
人
、寄
付
者
の
皆
様
へ
、メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
研
究
課
題
を
採
択
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
近
年
で
は
、「
エ
ビ

デ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
実
証

研
究
の
重
要
性
が
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

顕
示
的
消
費
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
分
析
が
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
そ
の
動

機
を
識
別
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
実
証
研
究

の
困
難
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
、
理
論
に
よ
る
考
察
は
、
研
究
を
進
め
て

い
く
上
で
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
当
分
野
の
研
究
が
少
し
で
も
前
進
す

る
よ
う
、
引
き
続
き
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

析
し
た
い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
高
級
品
の
購
入
を
通
し
た
「
顕
示

的
消
費
」、
い
わ
ゆ
る
「
見
せ
び
ら
か
し
の

消
費
」に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
「
ヒ
ト
の
心
理
」
に
深
く
関
わ
る
現
象
も
、

ゲ
ー
ム
理
論
や
経
済
学
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と

に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

本
奨
励
金
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
業
績

は
問
わ
ず
、
研
究
者
が
真
に
「
や
っ
て
み

た
い
」
研
究
を
支
援
し
、
次
の
挑
戦
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
研
究
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た
動
機

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
に
関
し
て
、
以
下
の

よ
う
な
主
旨
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
投
稿
が
一
時
期

話
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
ス
マ
ー

ト
ウ
ォ
ッ
チ
を
着
用
し
て
い
れ
ば
、
高
級
腕

時
計
に
よ
る『
見
せ
び
ら
か
し
の
消
費
競
争
』

を
回
避
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
高
級

腕
時
計
の
購
入
は
、
自
身
の
財
力
や
社
会
的

ス
テ
ー
タ
ス
を
誇
示
す
る
た
め
の
手
段
、
す

な
わ
ち
顕
示
的
消
費
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
顕
示
的
消
費
へ
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
は
、消
費
者
同
士
の
競
争
を
招
き
、

高
級
腕
時
計
の
よ
う
な
、
観
察
可
能
な
財
へ

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
３
１
９
・
７
３
２
０

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
受
賞
者
の
声

　

私
学
事
業
団
で
は
、私
立
大
学
の
教
育
・
研
究
の
未
来
を
担
う
人
財
の
育
成
を
目
的
と
し
た「
若

手
・
女
性
研
究
者
奨
励
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
今
年
度
「
顕
示
的
消
費
と
競

争
回
避
財
の
役
割
」
で
「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」
を
受
賞
し
た
、
東
洋
大
学
経
済
学
部
助
教
の

濱
田
高
彰
先
生
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

濱田 高彰先生……ゲーム理論や行動経
済学の応用研究を行っている。特に、他
者の状態や金銭的利得を気にするような
人々の性質に注目した「社会的選好理論」
という分野に関心を持っている。

※�採択・交付された研究課題一覧は、私学事業団ホームページ〔助成業務のご案内▶若手・女性研究者奨励金
　▶若手・女性研究者奨励金　配付研究課題一覧〕に掲載しています。
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令
和
５
年
１
月
か
ら
公
金
受
取
口
座
登
録

制
度
の
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

給
付
金
等
の
受
け
取
り
の
た
め
の
口
座
と

し
て
、
一
人
一
口
座
、
預
貯
金
口
座
の
情
報

を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
と
も
に
あ
ら
か
じ
め
国

（
デ
ジ
タ
ル
庁
）
に
任
意
で
登
録
し
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、
給
付
金
等
の
申
請
時
に
通
帳

の
写
し
等
の
添
付
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

口
座
情
報
は
、
緊
急
時
の
給
付
金
の
ほ
か
、

年
金
等
の
幅
広
い
給
付
金
等
の
受
け
取
り
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
私
学
事
業
団

に
お
い
て
は
、
年
金
受
給
者
及
び
任
意
継
続 

加
入
者
を
対
象
と
し
た
給
付
金
の
受
け
取
り
）。

　

こ
の
登
録
す
る
口
座
を
、「
公
的
給
付
支

給
等
口
座
」（
公
金
受
取
口
座
）と
い
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
格
運
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

決
ま
り
次
第
、
広
報
誌
及
び
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
庁　
「
公
金
受
取
口
座
登
録
制
度
」

https://w
w

w
.digital.go.jp/policies/

account _registration/

　

問
い
合
わ
せ
先

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（
９
５
）
０
１
７
８

　
「
被
扶
養
者
認
定
申
請
書
」（
以
下
「
申
請

書
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
令
和
５
年
１
月
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
他
機
関
と
の
情
報

連
携
に
よ
り
、
住
民
票
等
の
情
報
を
確
認
す

る
事
務
に
変
更
す
る
た
め
、
情
報
連
携
の
利

用
に
対
応
し
た
書
式
に
変
更
し
ま
す
。

●
「
被
扶
養
者
認
定
申
請
書
」
の
発
送

　

12
月
中
旬
に
、
新
用
紙
を
大
学
・
短
大
は

30
部
、
そ
の
他
の
学
種
は
５
部
、
各
学
校
法

人
等
宛
て
に
発
送
し
ま
す
。

●
必
ず
新
用
紙
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

１
月
か
ら
は
、
申
請
書
を
受
け
付
け
後
、

申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
、
先
に

シ
ス
テ
ム
登
録
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認

し
た
う
え
で
他
機
関
と
の
情
報
連
携
に
よ
り

住
民
票
等
の
情
報
を
取
得
し
ま
す
。
審
査
は

そ
の
取
得
し
た
情
報
を
基
に
行
い
ま
す
。

　

旧
用
紙
は
、
情
報
連
携
に
対
応
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
旧
用
紙
で
提
出
さ
れ
た
場
合
、

処
理
の
遅
延
等
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
新
用
紙
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

　

新
用
紙
は
、
12
月
中
旬
よ
り
私
学
共
済

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
〕
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
令
和
４
年

11
月
15
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
別
の
案
内
に
加
え
、ユ
ー 

ザ
ー
名
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必
要
だ
っ

た
ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
を
廃
止
し
て
、
新
た
に

事
務
担
当
者
・
加
入
者
・
年
金
受
給
者
を
対

象
と
し
た
利
用
者
別
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ペ
ー
ジ
構
成
を
見
直
し
、
問
い
合

わ
せ
の
多
い
情
報
や
利
用
頻
度
の
高
い
情
報

等
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
よ
り
利
便
性
の

高
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
引
き
続
き
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

注�　

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
や
お
気
に
入
り
の
登
録
、

リ
ン
ク
設
定
等
を
し
て
い
る
場
合
は
、
お

手
数
で
す
が
、
設
定
の
変
更
を
お
願
い
し

ま
す
。

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w

w
.pm

ac.shigaku.go.jp/

企
画
室

公
金
受
取
口
座
登
録
制
度
に

つ
い
て（
本
格
運
用
開
始
）

業
務
部
　
資
格
課

被
扶
養
者
認
定
申
請
書
の

新
用
紙
を
送
付
し
ま
す

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
　
広
報
班

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

様
式
用
紙
等
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔
様
式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
か
ら

内
容
（
分
類
）
別
又
は
用
紙
名
（
50
音
順
）

で
検
索
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
な
い
用
紙
は
、
掲
載
し
て
い
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
請

求
用
フ
ォ
ー
ム
又
は
任
意
の
用
紙
に　

①
学

校
名　

②
学
校
記
号
番
号　

③
郵
便
番
号
・

送
付
先
住
所　

④
連
絡
先
電
話
番
号　

⑤
担

当
者
名　

⑥
用
紙
名
（
様
式
番
号
は
不
要
）

⑦
必
要
枚
数
を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
様
式
用
紙

等
は
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
枚
数
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
用
紙
等
の
請
求
方
法

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班

※ DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等のダウンロード〕からダウンロードできます。

請　求　先 様式用紙等の
請求専用FAX番号

広報相談センター相談班 03（3813）1081

共
済
業
務
課

札幌ガーデンパレス 011（222）6311

仙台ガーデンパレス 022（299）6296

名古屋ガーデンパレス 052（957）1387

大阪ガーデンパレス 06（6393）9728

広島ガーデンパレス 082（262）1134

福岡ガーデンパレス 092（713）3581
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資
格
関
係

● 

短
期
給
付
等
事
務
に
か
か
る
標
準
報
酬
月

額
表
の
改
正
（
10
月
）

● 

厚
生
年
金
の
適
用
除
外
要
件
の
見
直
し

　
（
10
月
）

● 

短
時
間
労
働
加
入
者
の
適
用
拡
大（
10
月
）

掛
金
関
係

● 

短
期
給
付
分
掛
金
率
を
８
・
５
６
９
％
に

据
え
置
き
（
４
月
）

● 

介
護
分
掛
金
率
を
１
・
７
６
２
％
に
改
定

（
４
月
）

● 

加
入
者
保
険
料
率
（
軽
減
保
険
料
率
）
を

16
・
０
３
５
％
に
改
定
（
９
月
）

● 

育
児
休
業
中
の
掛
金
等
免
除
要
件
の
見
直

し
（
10
月
）

年
金
等
給
付
関
係

● 

厚
生
年
金
給
付
、
共
済
年
金
給
付
の
年
金

額
は
前
年
度
か
ら
０
・
４
％
の
引
き
下
げ

（
４
月
）

● 

老
齢
厚
生
年
金
、
退
職
年
金
（
退
職
等
年

金
給
付
）
の
繰
下
げ
受
給
に
か
か
る
上
限

年
齢
の
引
き
上
げ
（
４
月
）

● 

60
歳
か
ら
64
歳
の
在
職
支
給
停
止
基
準
額

の
変
更
（
４
月
）

● 

加
給
年
金
額
支
給
停
止
要
件
の
変
更
（
４

月
）

● 

退
職
等
年
金
給
付
に
お
け
る
脱
退
一
時
金

制
度
の
創
設
（
４
月
）

● 

繰
上
げ
受
給
の
減
額
率
の
引
き
下
げ
（
４

月
）

● 

在
職
定
時
改
定
の
導
入
に
よ
る
年
金
額
改

定
（
４
月
）

● 
退
職
等
年
金
給
付
の
基
準
利
率
、
終
身
年

金
現
価
率
の
見
直
し
（
10
月
）

福
祉
事
業
関
係

● 

積
立
貯
金
利
率
を
年
利
０
・
15
％
に
引
き

下
げ
（
10
月
）

災
害
関
係

● 

福
島
原
発
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
加
入
者

等
に
か
か
る
一
部
負
担
金
等
免
除
の
延
長

（
３
月
）

そ
の
他

● 「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０
２
２・２
０
２
３
」 

の
発
行
（
３
月
）

● 

公
金
受
取
口
座
の
試
行
運
用
開
始（
10
月
）

● 

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
（
11
月
）

（　

）
実
施
時
期

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

広
報
班

令
和
４
年　
共
済
業
務
の
年
間
報
告

●
申
し
込
み
資
格

・ 

加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
１
年
以
上
あ
る

加
入
者

・ 

住
宅
貸
付
は
、
年
金
等
給
付
の
加
入
者
期

間
が
引
き
続
き
５
年
以
上
あ
る
加
入
者

※ 

「
加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
」
と
は

　

 

資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
か
ら
貸
付
け
の

申
し
込
み
日
の
属
す
る
月
ま
で
、
加
入
者

と
し
て
の
資
格
に
１
日
の
空
白
も
な
い
状

態
を
い
い
ま
す
。

●�

加
入
者
期
間
１
年
目
の
申
し
込
み
（
住
宅

貸
付
を
除
き
ま
す
）

　

令
和
４
年
４
月
１
日
資
格
取
得
者
の
貸
付

け
は
、
５
年
４
月
３
日
送
金
分
か
ら
可
能
で

す
。
こ
の
場
合
、「
貸
付
申
込
書
DL
」
等
は
５

年
３
月
15
日
（
水
）【
必
着
】
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
時
の
注
意
事
項

・ 

貸
付
け
の
申
し
込
み
は
、
す
べ
て
学
校
法

人
等
を
通
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・ 

申
し
込
み
資
格
等
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

貸
付
金
の
送
金
日
か
ら
退
職
ま
で
の
償
還

回
数
（
期
間
）
が
短
く
て
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

・ 

申
し
込
み
の
際
は
、
償
還
が
確
実
に
で
き

る
こ
と
を
学
校
法
人
等
で
必
ず
確
認
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
退
職
手
当
等

の
支
給
予
定
が
な
い
加
入
者
や
、
退
職
手

当
等
の
支
給
額
が
著
し
く
少
な
い
加
入

者
、
複
数
の
借
り
入
れ
（
金
融
機
関
等
の

借
入
等
を
含
み
ま
す
）
が
あ
る
加
入
者
か

ら
の
申
し
込
み
の
際
に
は
、
特
に
留
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
書
類
作
成
時
の
注
意
事
項

・ 

貸
付
関
係
の
様
式
用
紙
等
は
、
加
入
者
及

び
学
校
法
人
等
代
表
者
の
押
印
が
必
要
で

す
。

・ 

申
込
書
類
へ
の
記
入
は
、
学
校
法
人
等
の

証
明
欄
を
除
き
、
借
受
人
と
な
る
加
入
者

本
人
が
必
ず
自
筆
・
楷
書
で
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
代
筆
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
印
字

等
に
よ
る
記
載
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・ 

「
貸
付
申
込
書
DL
」の
加
入
者
の
申
込
日
、

申
込
事
由
及
び
学
校
法
人
等
の
証
明
日
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

申
込
書
類
に
押
印
す
る
際
は
、
同
一
の
印

鑑
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

訂
正
す
る
場
合
は
、
訂
正
箇
所
を
線
で
抹

消
し
た
後
、
加
入
者
の
申
込
印
と
同
じ
印

鑑
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
伝
票
訂
正
用

の
小
さ
い
印
鑑
や
ス
タ
ン
プ
印
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

・ 

貸
付
け
の
要
件
や
貸
付
限
度
額
、
添
付
書

類
等
は
貸
付
種
類
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
者
貸
付
の
申
し
込
み
手
続
き

福
祉
部
　
貯
金
・
貸
付
課
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医
療
保
険
者
に
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
健
康
的
な

職
場
環
境
の
整
備
や
従
業
員
の
健
康
意
識
・

生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
医

療
保
険
者
が
事
業
主
と
の
協
働
の
も
と
で
推

進
す
る
こ
と
（
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
）
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
第
二
期
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
（
平
成
30
年
度
～
令
和
５
年
度
）
に

基
づ
き
、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
一
環
と
し
て
、

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
学
校
法
人
等

代
表
者
向
け
の
「
私
学
健
康
経
営
支
援
サ
イ

ト
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
に

は
、
教
職
員
の
健
康
情
報
を
分
か
り
や
す
く

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
に
か
か

る
令
和
２
年
度
特
定
健
康
診
査
実
施
率
の
都

道
府
県
別
上
位
校
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

学
校
法
人
等
の
健
康
経
営
の
た
め
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
場
所

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事

業
の
ご
案
内
▼
福
祉
事
業
▼
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
▼
特
定
健
診
に
関
す
る

事
務
手
続
き
（
事
務
担
当
者
向
け
）
▼
私
学

健
康
経
営
支
援
サ
イ
ト
〕

●
利
用
方
法

　

４
年
６
月
末
ま
で
に
私
学
共
済
の
適
用
と

な
っ
た
学
校
は
、
す
で
に
送
付
済
み
の
ロ
グ

イ
ン
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
が
不
明
の
場
合
は
、
保
健
課
健
康
管

理
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
年
７
月
以
降
に
新
た
に
適
用
と

な
っ
た
学
校
に
は
、
５
年
７
月
に
ロ
グ
イ
ン

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
掲
載
内
容

①
特
定
健
康
診
査
実
施
率

②
特
定
保
健
指
導
実
施
率

③ 

リ
ス
ク
分
布
図
（
肥
満
・
血
圧
・
脂
質
・

血
糖
・
肝
機
能
）

④
特
定
健
診
実
施
率
ラ
ン
キ
ン
グ

⑤
役
立
つ
健
康
情
報

私
学
健
康
経
営
支
援
サ
イ
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

福
祉
部　

保
健
課

　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
は
、
健
康
増
進
等

の
取
り
組
み
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
健
康
グ
ッ
ズ
等

の
商
品
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
く
み

で
す
。
健
康
維
持
の
た
め
に
、
加
入
者
へ
の

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私

学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
福
祉
事
業
▼
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

令
和
４
年
５
月
時
点
で
加
入
者
（
任
意
継

続
加
入
者
を
含
み
ま
す
）及
び
被
扶
養
者（
以

下
「
加
入
者
等
」
と
い
い
ま
す
）
で
あ
る
人

の
う
ち
、
30
歳
（
※
）
～
74
歳
の
人

※
今
年
度
中
に
30
歳
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

・
日
々
の
体
重
・
歩
数
等
の
記
録

・
特
定
健
康
診
査
の
受
診

・
特
定
保
健
指
導
の
利
用
及
び
終
了

・ 
共
済
業
務
課
主
催
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等

●
利
用
登
録
の
方
法

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ 

（
ク
ピ
オ　

プ
ラ
ス
）」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
私

学
事
業
団
専
用
画
面
に
「
認
証
コ
ー
ド
」
を

福
祉
部　

保
健
課

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

入
力
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
た
後
、
別
途
個
別
の

ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
て

利
用
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
認
証
コ
ー
ド
」
は
、
今
年
度
40
歳
～
74

歳
の
加
入
者
等
に
は
、
特
定
健
康
診
査
受
診

後
に
送
付
さ
れ
る
健
康
情
報
冊
子
「
Ｑ
Ｕ
Ｐ

ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
30
歳
～
39
歳
に
な
る
加
入
者
等
（
新

規
資
格
取
得
者
の
み
）
に
は
、
4
年
7
月
下

旬
に
学
校
等
（
任
意
継
続
加
入
者
は
届
け
出

住
所
）
宛
て
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

●
抽
選
会

　

４
年
12
月
１
日
～
31
日
の
間
、「
Ｑ
Ｕ
Ｐ

ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
利
用
者
を
対
象
に
豪
華

賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

抽
選
会
は
、
一
口
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
応

募
で
き
ま
す
。「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」

Ｗ
ｅ
ｂ
版
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
交

換
画
面
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
に
初
回
登
録

す
る
だ
け
で
、
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
付
与
さ
れ

る
の
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

登
録
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

Ｑ
Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
サ
ポ
ー
ト
窓
口

０
１
２
０
（
８
１
８
）
４
４
８

９
時
～
18
時
（
平
日
）※
年
末
年
始
は
除
く

（ログイン画面イメージ）
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 新用紙の記入に関する注意事項
〈加入者情報の記入について〉
① 加入者番号：加入者証に記載されている加入者番号を記入してください。資格取得手続き中の場合は、学校番
号までを必ず記入してください。

②資格取得日：学校（園）で資格取得した日付を記入してください。
③ 加入者の年間収入：学校（園）から受け取る給与以外の恒常的な収入（年金収入、不動産所得等）がある場合

はその金額も含めてください。
〈認定対象者情報欄の記入について〉
④ 認定対象者氏名：機械で処理しますので、フリガナは明瞭に記入してください。ユとコ、アとマ、ンとソなど

の判別しにくい文字に注意してください。誤って登録されてしまうと、後日訂正の届け出が必要になります。
⑤続柄：加入者からみた続柄を選択してください。
⑥マイナンバー：12桁の番号を正確に記入してください。
⑦配偶者の基礎年金番号：配偶者を認定する場合のみ必ず記入してください。
⑧現住所：申請時点での住民票の住所を記入してください。加入者と同一住所の場合も必ず記入してください。
⑨加入者と同居・別居：いずれかを〇で囲んでください。別居の場合は仕送りの有無についても記入してください。
⑩ 加入者の勤務先から扶養手当支給の有無：扶養手当支給の有無を必ず〇で囲んでください。有の場合は金額を

記入してください。
⑪当年１月１日時点の住所：現住所欄と異なる場合のみ記入してください。
⑫ 被扶養者の要件を備えるに至った理由及び年月日：被扶養者として申請する理由を必ず〇で囲んでください。

また、その事由発生日を記入してください。
⑬ 認定対象者の年収見込み額：１年分の収入についての合計額を記入してください。その内訳については、該当

するものをすべて〇で囲んでください。雇用保険受給の場合、年収見込み額は記入不要です。
⑭ 60歳以上の人で年金を受給していない場合は、その理由を記入してください。（例：年金の受給開始年齢に達

しておらず、繰上げ受給もしていない等）
⑮加入者が扶養する理由：子及び配偶者以外を認定する場合は、必ず記入してください。

5 3 2 1

1 3 9 9 9 9 9 9 9 9 9
漢
字 0 2 1 0 0 5 0 4 0 4 0 1

漢
字 山田△美子

0 5 0 2 2 2

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 ― 9 9 9 9 9 9 年 月 日

サ イ タ マ ﾄﾞｳ
ｹﾝ フ ジ ミ ノ ｼ

ｸﾞﾝ
ﾁﾖｳ
ｿﾝ オ オ イ チ ュ ウ オ ウ 5 - 5 - 2 0 1

3 3 3 ― 3 3 3 3 埼玉 道
県 ふじ み 野 市

郡
区
村 大井中央 5 - 5 - 2 0 1

ﾄﾞｳ
ｹﾝ

ｼ
ｸﾞﾝ

ﾁﾖｳ
ｿﾝ

道
県

市
郡

区
村

２．配

１．※欄は記入しないでください。

・60歳未満で障害の状態にある又は配偶者等が死亡しているが、障害や遺族の年金を受給していない人はその理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
）

加入者が扶養する理由
（子及び配偶者以外の認定
申請の場合は必ず記入し
てください）

・加入者が扶養する理由（認定対象者の状況、加入者以外の扶養義務者が扶養できない理由等を記載してください）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

初
回
受
付
印

・加入者以外の扶養義務者の有無（対象者からみた続柄を〇で囲んでください）

　有：　配偶者　・父　・母　・子（成人した生活能力のある者）・その他（　　　　　　　　）

　無：　死別・離別等具体的に記載してください。（　　　　　　　　）

令和　　　年　　　月　　　日※発信年月日

認定対象者の年収見込み額（　　　　　　　　　円）（1年分の収入についての合計額を記入してください）

内訳（上記の収入の内訳で下記の該当するものすべてを〇で囲んでください）　

・給与収入　・営業、事業所得　・不動産、配当等　・傷病手当金　・雇用保険受給（失業給付・育児休業給付金）・年金収入（老齢・遺族・障害・企業年金等）・その他（具体的に：　　　                    　　）

・60歳以上で年金を受給していない人はその理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

町　・

　和令　日生発由事）いさだくてし入記を日生発由事に右、み囲で○を由理るす当該（日月年び及由理たっ至にるえ備を件要の者養扶被 ４　年　１２　　月　３１　　日

・加入者の就職　・出生　・婚姻　・被扶養者の離職　・収入減少　・解散、廃業　・雇用保険受給終了　・離婚　・扶養替え　・国内居住　・保険の切替（任意継続喪失・国保からの切替）

・その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

高齢

郵便番号 ﾌﾘｶﾞﾅ ﾄ　　　・
ﾌ　　　・

ｸ　・　ﾏﾁ　・
ﾑﾗ

郵便番号 ﾌﾘｶﾞﾅ ﾄ　　　・
ﾌ　　　・

ｸ　・　ﾏﾁ　・
ﾑﾗ

漢字
都　・

・　町・　府

加入者と　同居・別居　（該当箇所を〇で囲んでください）
※別居

加入者の勤務先からの扶養手当支給の有無を〇で囲んでください

　別居の場合：（仕送り　　有　・　無）   有（月額　　　　　　円）　・　無　　（必ずいずれかを〇で囲んでください）

町名以下

町名以下

※認定年月日

3昭
4平
5令

妻 妻
（未届）

夫 夫
（未届）

子
（実子）

5令

現住所 発内除解先住居欄入記団業事※

子
（養子）

父 母 その他（　　　　　　　　　）

遡及

※コード 性別

1.男
2.女

タ 〝 △ ヨ シ コ

認
定
対
象
者
情
報

対
象
者
氏
名

ﾌﾘ
ｶﾞﾅ ヤ マ

当年（事由発生時）１月１日時点の住所（上記現住所と同一であれば記入不要）

漢字
都　・
府　・

）いさだくでん囲で〇を所箇当該（柄続日月年生

マイナンバー
１．有
２．無

配偶者の
基礎年金番号

１．有
２．無

　０３（　３８１３　）
　　注）任意継続加入者は上の欄に本人の住所・氏名等を記入してください。

加
入
者
情
報

加  入 者  等　記  号　・  番  号　 加
入
者
氏
名

ﾌﾘ
ｶﾞﾅ 加入者の年間収入

県コード 学 種 学 校 番 号 個 人 番 号

Ａ
山田　太郎 3昭

4平

3昭
4平
5令

円

 日本私立学校振興・共済事業団理事長　殿 事務連絡先電話番号
（必ず記入してください）

市外局番 局番 番号 担当者
氏名

タ 〝 △ タ 生年月日 資格取得年月日ロ ウヤ マ

被扶養者認定申請書 学校法人等所在地
郵便番号（　113　－　8441　　　）

学校法人等名

　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日 代表者名

下記のとおり申請します。

1

11

64

129 114

103

48

274

113

96

48

39

106

269 272

48

124 125 128

46

46

46

105

様
式
第
八
号

第
一
条
の
五

第
三
十
三
条
の
四
関
係

274

下記の申請は事実と相違な

いものと認めます。

令和 年 月 日

03

02

01

21160

23

東京都文京区湯島１－７－５

湯島大学

理事長 湯島 太郎

資格 一子

６００万

5000

５ １ 20

５ １ 20

②

⑤

⑦

⑨

⑥

④

①

⑧

⑪

⑫

⑬

⑮
⑭

⑩

③
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私の妻（60歳未満）は、今年12月31日に退職します。
退職するまでは年収が130万円以上あるので、被扶養者にはなれないでしょうか。
また、雇用保険の基本手当を受給する予定ですが、自己都合退職のため受給は２か月後からとなりま
す。受給を開始するまでの間は被扶養者になれますか。その場合必要な添付書類は何ですか。

Q

被扶養者認定申請事例（退職した人の認定）
業務部　資格課

　被扶養者の認定申請は、新たに加入者となった者に被扶養者の要件を備える者がいるとき、又は新たに被扶養
者の要件を備える者が生じたときから30日以内に私学事業団に申請してください。30日以内に提出がないときは、
その届け出を私学事業団で受理した日（又は発信日）が認定年月日となります。
　なお、令和５年１月から、認定対象者のマイナンバーを利用した他機関との情報連携により添付書類が一部省
略できるようになります。表の「５年１月以降省略の可否」欄を参考にしてください。
【省略できる添付書類】
　・住民票 ※加入者が世帯主の場合に限る　・所得証明書（非課税証明書）※過去３年間無収入の場合に限る
　・雇用保険に関する書類（離職票）

　退職が認定の事由となるため、退職前の収入は問いません。被扶養者の認定基準となる収入要件は、認
定申請時の恒常的な収入（※）によって算定します。したがって、今年の収入は収入限度額である130万円
を超えていても、退職により、被扶養者になることができます。
　ただし、雇用保険の基本手当は恒常的な収入とみなされますので、日額3,612円以上の場合は、受給を
開始するまでの認定となります。
　添付書類は、加入者との続柄及び生計維持関係を確認しますので、次のとおりです。
※　 給与収入、公的年金、個人年金、傷病手当金、失業給付金、資産所得、事業所得などの収入で継続し

て入る、又は入る予定のものをすべて含みます。

A

ポイント

　配偶者の退職日から必ず30日以内に申請書を提出してください。

（注１）  生計維持関係を確認する書類については、「事務の手引　令和４年版」125頁「被扶養者認定にかかる
生計維持関係の添付書類（一般例）」を参照してください。

（注２） ここに掲載した添付書類で確認できない事項がある場合、追加で書類の提出を求めることがあります。

　被扶養者認定申請書は、令和５年１月から新用紙に変更します。１月以降は、必ず新用紙を使ってください。
12頁の被扶養者認定申請書は、この事例の場合の新用紙への記入例です。

添付書類 内　容 ５年１月以降省略の可否
①戸籍謄本又は抄本 続柄及び生年月日を確認します（加入者が世帯主の場合は、続柄が記

載されている住民票でも可。ただし、マイナンバーの記載のないもの）。
住民票で代用できる場合は
省略可

② 雇用保険被保険者離職票
（1）（2）の写し

退職年月日と雇用保険に加入していたことを確認します。 省略可

③誓約書 DL 給付制限期間等の記載のある雇用保険受給資格者証の写しを後送する
旨の誓約書

省略不可

④同意書 DL 給付制限期間等が終了した翌日で被扶養者の取消しを行う旨の同意書 省略不可
⑤被扶養者取消申請書 DL 給付制限期間等終了後に被扶養者を取り消すため、あらかじめ提出が

必要です。
省略不可

⑥ 国民年金第３号被保険者
関係届 DL

20歳以上60歳未満の配偶者を認定申請する場合は、国民年金の第３号
被保険者に該当するため、私学事業団を通じて日本年金機構に提出し
ます。

省略不可

表



共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元に用意してください。

　学校法人等から加入者へ支払う給料、俸給、手当、賞
与、その他いかなる名称であるかを問わず、同一の性質
を有しており、支給回数が年３回以下のものは、賞与等
として報告が必要です。賞与等の遡及差額の追加支給が
あった場合も同様です。
　ただし、７月１日を基準として、前１年間に４回以�
上（※）支給されたものは標準報酬月額の対象となりま
すので、報酬に含めて報告をしてください。この場合、
前年７月１日～当年６月30日に支給した賞与等の支給総
額の12分の１を基礎届等の各月の報酬に加えます。
　「賞与等支給報告書DL」は、支給日（同月内に複数回
の支給があった場合は最後に支給した日）から５日以内
に提出してください。私学事業団より事前に送付した報
告書に記載のある加入者で、賞与等の支給がない人は、
報告書の該当列を二重線で抹消してください。
　また、電子媒体や電算用紙で報告する場合は、必ず加
入者番号と生年月日を確認のうえ提出してください。
　なお、賞与掛金等は、12月15日（木）受付分までを
12月の掛金等（１月送付）で調定する予定です。
※�年４回以上の賞与等を報酬に含めるのは、給与規程な
どによって年４回以上支給することが定められている�
賞与等です。通常は年３回以下の支給で、その年に限り�
年４回となった場合は「賞与等支給報告書DL」で報告し
てください。
� 【業務部　資格課】

　加入者が資格喪失したときや、被扶養者の取り消しを
したときは、無効となった加入者証や加入者被扶養者証
等を必ず返納してください。
　任意継続加入者になるときも、任意継続加入者用の加
入者・加入者被扶養者証等を新たに交付するため、在職
中の加入者証等を回収のうえ返納してください。
　返納された加入者証等は、機械で読み取り処理をする
ため、切断したり、書類に貼り付けたりせず、そのまま
封筒に入れて送付してください。

【業務部　資格課】

賞与等支給報告書を提出してください

無効の加入者証等の回収と返納の
お願い

　１月23日（月）送金分は12月28日（水）が申込締め切
り日となります。締め切り日（毎月15日及び月末）が土・
日曜日又は休日のときは繰り上がりますので注意してく
ださい。� 【福祉部　貯金・貸付課】

　加入者向広報「共済だより　レター」では「しーちゃ
んと学君のちょっと学校訪問」と題して、特色ある学校
（園）作りをしている様子や、生徒（園児）が生き生きと
学んでいる様子を取材し、掲載しています。学校（園）
の伝統行事や音楽・スポーツ活動、地域活動への参加な
どを「レター」で紹介してみませんか。
※学校（園）の行事に合わせ、取材に伺います。
問い合わせ先：広報相談センター　広報班まで電話又は
文書でご連絡ください。
� 【広報相談センター　広報班】

貸付けの申込締め切り日に
注意してください

「レター」の取材にご協力いただける
幼稚園又は小学校を募集しています

共済業務

２日（金） 貸付  送金

６日（火） 貸付  11月分定期償還期限

９日（金）
貯金  払込期限（必着）
アイリスプラン  医療・日常事故コース加入申込締め切り

15日（木） 貸付  １月４日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（火） 貯金  送金

22日（木） 貸付  送金

23日（金）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（水）
掛金等  11月調定分口座振替（自振校のみ）
貸付  12月分定期償還口座振替（自振校のみ）
貸付  １月23日送金申込締め切り

月の共済業務スケジュール12

４日（水）
掛金等  11月調定分納期限
貸付  送金

６日（金） 貸付  12月分定期償還期限

10日（火） 貯金  払込期限（必着）

13日（金） 貸付  ２月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール1

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/
助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　https://www.pmac.shigaku.go.jp/（私学共済ホームページ）

令和 4年 1 2 月 1 日　第 3 0 0 号
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私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

　システムメンテナンスのため、私学事業団ホームページ上のシステムの一部について以下のとおり休止します。
　　学校法人ポータルサイト（ポータルサイト内のシステムを含みます）
　　　令和４年12月28日（水）17時45分～５年１月４日（水）10時
　　 e–マネージャ
　　　令和４年12月19日（月）17時45分～５年１月下旬（開始日は別途ご案内します）
　　　（注）�e–マネージャの休止期間中、大学ポートレートに掲載されている教育情報の更新はできません。
　　※ 上記のページ以外は通常どおり閲覧が可能です。

ホームページ上のシステムの一部休止のお知らせ

年  末  年  始  の  業  務
　私学事業団では令和４年12月29日（木）から５年１月３日（火）までの年末年始を休業とさせていただきます。
ご不便をおかけしますが、皆様のご理解とご協力をお願いします。

「月報私学」の表紙写真の募集
　本誌の表紙写真を私立学校から広く募集します。募集のテーマに沿った写真をふるってご応募ください。
採用させていただく場合には改めてご連絡します。

◆募集テーマ
　四季折々の季節感のある私立学校の学園風景

春季 入学（園）式、遠足、生徒総会、校外学習、卒業（園）式  等 秋季 運動会、体育祭、文化祭、コンクール、公開授業、学校説明会  等
夏季 短期留学、臨海学校、夏祭り、オープンキャンパス  等 冬季 クリスマス、進路講演会、百人一首大会、もちつき大会  等

◆応募形式
　デジタル、プリント、ポジフィルムいずれかの写真（5〜10 枚程度）
◆応募方法
　写真は、学校法人等名、担当者名及び連絡先を明記のうえ、郵送又はメールで送付してください。
◆応募の注意
　・写真は、原則返却いたしません。
　・応募作品は、著作権などの権利が応募時点で応募者に帰属するものに限ります。
　・ 採用作品は、私学事業団が「月報私学」の表紙写真として使用し、冊子として刊行、私学事業団ホームページに掲載す

るほか、「月報私学」表紙写真の募集広告に使用することがあります。
　・ 撮影対象の肖像権侵害などの責任は負いかねます。応募に際しては、必ず撮影対象者の承諾及び上記事項への使用許可

を得てください。
◆応募・問い合わせ先
　〒102-8145　東京都千代田区富士見 1-10-12　日本私立学校振興・共済事業団　企画室
　　☎03（3230）7810・7811　　Ｅメール　kikaku@shigaku.go.jp

令和 4年 1 2 月 1 日　第 3 0 0 号
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）
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月報私学　12月号（VOL.300）令和4年12月1日発行
編集・発行　�日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12�

☎03（3230）7810・7811（企画室）　　　　　　　　�　（禁無断転載）

融資事業のご案内 詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

幼稚園・認定こども園に対する
融資条件が一部優遇されます

待機児童問題の解消、安心して子どもを預けられる環
境整備を後押しするため、令和４年度の私立幼稚園・
認定こども園を対象とする私学事業団の融資につい
て、融資条件が一部優遇されます。

※�上記以外にも融資条件があります。詳しくはホームページをご覧になるか融資
部融資課までお問い合わせください。
※所定の審査により、ご希望に添えない場合がございます。

■主な事業と融資金利（令和４年11月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 ６年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％ 年％

1.50 1.10 0.60 0.49
寄宿舎などの
建築・用地取得 1.60 1.20 0.70 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 0.60

（5.5年以内）

0.36
※�返済期間が30年以内（21年以上）の融資は、原則として融資契約額が�
10億円以上の場合にご利用いただけます。
※�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

問い合わせ先（私学振興事業本部）
融資部融資課　☎03（3230）7862～7864、7866～7868
Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

☆  融資率
園舎等の建築、土地購入� 事業費の80％以内�→�95%以内
園舎等の改修� 事業費の75％以内�→�95%以内

☆  資産査定額
　　（直近決算の）純資産の部合計額　×　30％
　　　　→　（直近決算の）純資産の部合計額　×　40%

京都・旅ストーリー「四季彩プラン」

１泊２食（１名様）� 9,700円〜
取扱期間：令和４年12月11日～５年３月17日（クリスマス期間・年末年始を除きます）
夕食は追加料金（1,000円）で和洋折衷料理もお選びいただけます。
朝食は和定食又は洋定食からお選びください。
※京都市宿泊税200円が別途必要になります。

１泊２食（１名様）� 13,600円〜
取扱期間：通年（年末年始・盆休みを除きます）
仕入れ状況により対応できないことがありますので、ご予約の際に「お刺
身コース」とご指定ください。
※２名様以上、３日前までのご予約とさせていただきます。

お刺身コース

宿泊施設のご案内 加入者のご予約は公式ホームページ
からの予約が断然お得です

湯河原　敷
し き

　島
し ま

　館
か ん 〒259-0314　神奈川県足柄下郡湯河原町宮上745　☎0465（63）3755

ＪＲ「湯河原駅」から「奥湯河原」行き又は「不動滝」行きバスで15分「美術館前」 
下車、すぐ前

京会席（夕食イメージ）　

旬の魚の盛り合わせ（３人前・イメージ）　

〒602-0912　京都市上京区烏丸通下長者町上ル龍前町605番地
☎075（411）0111（代表）　JR「京都」駅から地下鉄烏丸線で「丸太町」駅下車、
②番出口から徒歩８分　https://www.hotelgp-kyoto.com

会席コース（12,100円～）のお刺身を「旬の魚の盛り合わせ」に 
グレードアップした宿泊プランです。新鮮な海の幸と敷島館自慢の 
源泉掛け流しの温泉をぜひお楽しみください。

京都ガーデンパレスで人気の２食付き宿泊プランを期間限定、 
特別価格でご利用いただけます。夕食は、京会席・フレンチ・ 
京おばんざいから選べます（宿泊申し込み時にお選びください）。




